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２
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１
０
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（
火
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加
者 

 

湯
川
一
郎
、
鳥
羽
真
司 

 

２
名 

 
 

１
１
月
１
４
日
に
山
在
峠
か
ら
備
崎
ま
で
の
道
標
等
の
確
認
を
行
っ
た
続

き
で
、
玉
置
辻
か
ら
山
在
峠
ま
で
の
区
間
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。 

 

新
宮
を
６
時
３
０
分
に
車
２
台
で
出
発
、
敷
屋
大
橋
を
渡
り
小
井
谷
か
ら
入

り
山
在
峠
へ
向
か
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
湯
川
車
を
デ
ポ
し
、
沖
﨑
車
に
乗
り
換

え
折
立
経
由
で
玉
置
辻
ま
で
送
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

玉
置
辻
を
歩
き
出
し
て
１
０
分
程
先
の
丸
太
橋
は
補
修
が
必
要
と
思
わ
れ

ま
す
。
今
回
、
水
吞
宿
に
は
立
ち
寄
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
森
山
か
ら
下
り
、

「
こ
の
先
ガ
レ 

通
行
不
能
」
の
白
い
プ
レ
ー
ト
が
あ
る
巻
き
道
分
岐
に
は
石

柱

N
o
84

が
あ
り
、
こ
れ
が
最
後
の
石
柱
と
な
り
ま
す
。
こ
の
分
岐
に
は
ロ
ー

プ
が
か
け
ら
れ
て
い
る
も
の
、
巻
き
道
に
は
踏
み
跡
が
あ
り
か
つ
赤
テ
ー
プ
が

打
た
れ
て
い
ま
す
。
目
の
前
の
カ
ー
ブ
の
先
ま
で
行
き
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
赤

テ
ー
プ
が
続
い
て
お
り
踏
み
跡
も
あ
り
ま
し
た
。
今
年
３
月
２
１
日
に
沖
﨑
代

表
と
林
道
大
平
多
線
の
道
路
状
況
確
認
の
際
、
引
き
返
し
た
大
森
山
ガ
レ
場
に

こ
の
道
が
通
じ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

岸
の
宿
の
あ
る
篠
尾
辻
の
す
ぐ
先
、
切
畑
辻
に
は
２
０
年
前
に
設
置
さ
れ
た

で
あ
ろ
う
道
標
「
本
宮
・
玉
置
山
」
は
杭
か
ら
外
れ
落
ち
て
い
ま
し
た
。
こ
の

後
、
五
大
尊
岳
（
北
峰
）
ま
で
の
間
で
、
標
高
７
９
０
ｍ
と
７
６
０
ｍ
に
倒
木

処
理
し
た
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。 

金
剛
多
和
で
は
水
場
の
確
認
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
水
場
へ
の
道
標
が
朽

ち
落
ち
て
い
ま
す
。
ま
た
、
金
剛
多
和
ま
で
の
間
に
も
、
標
高
５
９
０
ｍ
と
５

２
０
ｍ
に
倒
木
処
理
し
た
い
箇
所
が
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
山
在
峠
ま
で
に
は
、
設
置
者
の
わ
か
ら
な
い
道
標
が
い
く
つ
か
あ
り

ま
す
が
、
大
部
分
は
文
字
が
薄
く
な
り
読
み
に
く
い
も
の
が
目
立
ち
ま
す
。
ま

た
、
山
在
峠
の
手
前
の
標
高
３
０
０
Ｍ
付
近
に
は
シ
ダ
が
生
い
茂
り
足
元
が
見

え
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

（
記
；
湯
川
） 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

切畑辻の道標 金剛多和の水場道標 

標高７９０ｍの倒木 山在峠近くのシダ 



【
概
要
】 

現
在
、
当
ぐ
る
ー
ぷ
が
設
置
し
た
杭
の
道
標
は
、
「
水
吞
宿
・
大
峰
南
奥
駈

道
」
、
金
剛
多
和
の
「
上
切
原
集
落
へ
の
下
山
路
」
、
「
大
黒
天
神
岳
」
、
「
山
在

峠
」
の
４
本
で
す
。
そ
の
中
で
「
大
黒
天
神
岳
」
の
杭
は
、
標
示
板
は
落
ち
て

い
る
も
の
の
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
（
テ
プ
ラ
標
示
）
の
も
の
が
代
わ
り
に
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
黒
天
神
岳
直
下
で
直
進
し
て
は
い
け
な
い
箇
所
に

は
、「
直
角
に
左
に
曲
が
る
矢
印
」
を
示
し
た
も
の
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

な
お
、
随
所
に
当
ぐ
る
ー
ぷ
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
（
テ
プ
ラ
標
示
）
の
も
の

を
取
り
付
け
て
い
る
の
で
、
ル
ー
ト
判
断
に
支
障
を
来
す
よ
う
な
箇
所
は
な
い

と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

行
動
タ
イ
ム 

玉
置
辻8

：2
8
→

1
1

：0
6

切
畑
辻1

1

：1
0
→

1
1
：4

3

五
大
尊
岳
（
北
峰
）

1
1

：4
4
→

1
2

：10

（
休
憩
）1

2

：3
5
→

1
3

：17

金
剛
多
和

1
3

：3
5
→

1
4

：5
8

山
在
峠 

 


